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事
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本
年
一
月
十
六
日
未
明
、
沖
縄
県
金
武
町
で
、
前
泊
寛
一
さ
ん
が
就
寝
中
に
米
海
兵
隊
員
に
包
丁
で
刺
殺
さ

れ
、
現
金
、
時
計
な
ど
が
強
奪
さ
れ
た
。 

こ
の
間
日
本
側
捜
査
当
局
は
、
一
月
十
七
日
同
一
等
兵
の
逮
捕
状
を
取
り
、
身
柄
の
拘
束
を
図
つ
た
と
こ
ろ
、

米
軍
当
局
が
身
柄
の
引
き
渡
し
を
拒
絶
し
た
た
め
、
日
本
側
は
同
一
等
兵
の
任
意
の
出
頭
に
よ
る
取
調
べ
し
か
行

え
な
か
つ
た
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
極
め
て
屈
辱
的
な
取
り
決
め
で
あ
る
在
日
米
軍
地
位
協
定
が
あ
る
。
沖
縄 

那
覇
地
方
検
察
庁
は
、
二
月
二
十
二
日
、
沖
縄
海
兵
隊
基
地
、
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
所
属
の
海
兵
隊
員
、
ケ

ル
ビ
ン
・
Ｌ
・
ル
イ
ス
一
等
兵
を
強
盗
殺
人
、
住
居
侵
入
の
罪
で
起
訴
し
た
。
実
に
、
事
件
発
生
後
三
十
八
日
間

経
過
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。 

米
兵
等
に
よ
る
日
本
人
殺
害
事
件
な
ど
の
不
法
行
為
と
在
日
米
軍
地
位
協
定
に
関
す
る
質
問
主
意 

書 

 

三 

 



 

沖
縄
駐
留
の
米
兵
に
よ
る
日
本
人
殺
害
事
件
は
、
復
帰
後
今
回
で
八
件
も
発
生
し
て
い
る
。
我
々
は
、
日
本
政

府
に
対
し
、
か
か
る
事
態
か
ら
国
民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
た
め
の
万
全
の
措
置
を
取
る
よ
う
再
三
に
わ
た
つ
て

要
請
し
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
事
件
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
政
府

の
責
任
が
極
め
て
重
大
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

私
は
三
月
八
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
二
分
科
会
（
以
下
「
衆
議
院
予
算
分
科
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
米

兵
に
よ
る
殺
害
事
件
と
日
米
地
位
協
定
の
屈
辱
的
実
態
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
改
め
て
以
下
の
点
に
つ
い
て
質

問
す
る
。 

一 

前
泊
寛
一
さ
ん
の
殺
害
事
件
に
つ
い
て 

日
米
地
位
協
定
第
十
七
条
五
項
の
関
連
諸
条
項
に
基
づ
く
本
事
件
の
取
り
扱
い
は
、
日
本
政
府
の
対
米
従
属
的

本
質
を
最
も
端
的
に
示
す
も
の
と
な
つ
た
。 

県
民
を
は
じ
め
広
範
な
国
民
は
、
事
件
を
は
じ
め
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
激
し
い
怒
り
を
感
じ
て
い
る
。 

四 

 



 

2 

日
米
地
位
協
定
第
十
七
条
に
関
す
る
日
米
合
同
委
員
会
合
意
（
以
下
「
合
同
委
員
会
合
意
」
と
い
う
。
）
第
八

項

(一 )
で
は
、
「
日
本
の
当
局
が
特
に
当
該
被
疑
者
の
身
柄
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
要
請
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
者
の
身
柄
は
日
本
国
の
当
局
に
引
き
渡
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

1 
今
回
の
事
件
は
、
事
件
二
日
後
に
米
海
兵
隊
基
地
司
令
部
が
沖
縄
県
当
局
に
陳
謝
を
表
明
し
た
よ
う
に
、

犯
人
及
び
事
件
に
関
す
る
事
実
関
係
が
明
瞭
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
犯
人
を
起
訴
す
る
ま
で
に
三
十
八

日
間
も
要
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
か
。 

(一 ) 

日
本
側
の
身
柄
引
き
渡
し
要
請
は
、
合
同
委
員
会
合
意
第
八
項

(一 )
に
基
づ
き
要
請
し
た
の
で
は
な
い
の 

五
項

(ｃ )
の
規
定
に
基
づ
き
引
き
続
き
被
疑
者
の
拘
束
を
行
う
旨
回
答
し
て
き
た
。
」（
参
議
院
、
喜
屋
武
眞
榮

議
員
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
） 

か
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
側
が
被
疑
者
の
身
柄
を
引
き
続
き
拘
束
す
る
と
し
た
の
は
ど
う
い
う
こ
と 

と
こ
ろ
が
、
日
本
側
か
ら
の
身
柄
引
き
渡
し
要
請
に
対
し
て
は
、
米
側
は
、
「
日
米
地
位
協
定
第
十
七
条 

五 

 



 

二 

米
兵
等
の
不
法
行
為
に
対
す
る
日
本
側
捜
査
に
つ
い
て 

3 

「
合
衆
国
軍
隊
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
賠
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
総
理
府
令
（
昭
和
三

十
七
年
総
理
府
令
第
四
十
二
号
―
以
下
「
総
理
府
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
に
よ
る
と
、「
防
衛
施
設
局
長
は
、

合
衆
国
軍
隊
等
に
よ
る
事
故
の
発
生
を
知
つ
た
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
協
力
を
得
て
直
ち
に
当
該
事
故

の
調
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
、
方
法
、
内
容
に
つ
い
て
具
体
的

に
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
つ
た
の
か
、
そ
の
内
容
と
結

果
に
つ
い
て
合
わ
せ
て
報
告
さ
れ
た
い
。 

(二 ) 
米
側
の
引
き
渡
し
拒
否
は
、
合
同
委
員
会
合
意
第
八
項

(一 )
の
主
旨
に
反
す
る
も
の
と
考
え
る
が
政
府
の 

合
同
委
員
会
合
意
の
第
十
一
項
で
は
、
日
本
側
が
当
該
事
件
の
第
一
次
裁
判
権
を
行
使
す
る
か
否
か
を
通
告 

見
解
は
ど
う
か
。 

か
。 

六 

 



 

1 

日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
側
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
か
否
か
を
通
告
す
る
期
間
を
決
め
た
経
緯 

す
る
期
間
と
し
て
、
①
六
ヵ
月
以
下
の
懲
役
に
あ
た
る
罪
お
よ
び
住
居
侵
入
罪
、
暴
行
罪
、
傷
害
罪
、
窃
盗
等

財
産
に
関
す
る
罪
等
で
被
害
額
五
千
円
以
下
の
罪
及
び
未
遂
罪
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
通
知
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
十
日
以
内
、
②
右
以
外
の
罪
に
つ
い
て
は
二
十
日
以
内
と
し
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に

①
は
五
日
、
②
は
十
日
を
延
長
で
き
る
旨
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
期
間
内
に
裁
判
権
の
行
使
を
通
告
し
な
い

と
裁
判
権
が
米
側
に
移
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

対
し
、
政
府
は
「
当
時
の
合
意
を
し
た
経
緯
に
つ
い
て
調
べ
て
後
日
報
告
す
る
」
（
栗
山
北
米
局
長
）
旨
約
束
し

た
。 

内
に
起
訴
し
な
け
れ
ば
裁
判
権
は
米
側
に
移
る
と
い
う
合
意
を
な
ぜ
し
た
の
か
」
と
い
う
主
旨
の
私
の
質
問
に 

そ
こ
で
伺
い
た
い
。 

先
の
衆
議
院
予
算
分
科
会
で
、
「
起
訴
す
る
ま
で
犯
人
を
渡
せ
な
い
と
い
う
規
則
の
上
に
さ
ら
に
二
十
日
以 

七 

 



 

三 

損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て 

1 

合
衆
国
軍
隊
構
成
員
、
軍
属
及
び
そ
れ
ら
の
家
族
（
以
下
「
米
兵
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
不
法
行
為
は
、
こ

れ
ま
で
の
統
計
に
よ
る
と
四
分
の
三
以
上
が
公
務
外
で
起
こ
つ
た
と
す
る
事
件
で
あ
り
、
公
務
上
の
事
件
に 

2 

合
同
委
員
会
合
意
の
第
八
項

(二 )
で
は
、
日
本
が
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
事
件
で
、
日
本
国
の
当
局
は
、

「
当
該
被
疑
者
の
身
柄
を
拘
束
す
る
正
当
な
理
由
及
び
必
要
が
な
い
と
き
は
そ
の
者
を
合
衆
国
当
局
に
よ
る

拘
禁
に
委
ね
る
」
旨
決
め
ら
れ
て
い
る
。 

と
そ
の
理
由
は
何
か
、
ま
た
そ
の
期
間
を
十
日
及
び
二
十
日
間
（
延
長
の
場
合
十
五
日
間
及
び
三
十
日
間
）
と

し
た
根
拠
は
何
か
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

こ
の
よ
う
に
米
側
が
身
柄
を
拘
束
し
て
お
い
て
、
な
お
か
つ
捜
査
期
間
を
制
限
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本

側
の
捜
査
に
支
障
を
き
た
し
、
強
い
て
は
裁
判
権
を
行
使
す
る
か
否
か
の
判
断
の
制
約
に
な
る
の
で
は
な
い

か
、
こ
の
点
で
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。 

八 

 



 

(一 ) 

同
条
項
で
い
う
「
審
査
し
、
補
償
金
を
査
定
す
る
」
う
え
で
の
算
出
基
準
や
計
算
方
法
な
ど
そ
の
内
容
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

公
務
外
事
件
の
損
害
補
償
に
つ
い
て
は
、
日
米
地
位
協
定
第
十
八
条
六
項

(ａ )
及
び
「
総
理
府
令
」
第
十
二
条

で
、
政
府
が
米
国
に
提
出
す
る
報
告
書
作
成
に
際
し
、
被
害
者
か
ら
の
損
害
補
償
請
求
を
「
公
平
か
つ
公
正

に
審
査
し
、
補
償
金
を
査
定
す
る
」
旨
述
べ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
当
然
米
国
政
府
か
ら
の
補
償
金
（
慰

謝
料
）
が
支
払
わ
れ
る
た
め
に
適
用
、
運
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
被
害
者
を
補
償
す
る
た
め
の
政
府
の
責

任
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

は
な
い
」（
昭
和
五
十
年
三
月
二
十
八
日
、
衆
院
内
閣
委
員
会
）
と
し
て
極
め
て
不
当
な
扱
い
を
う
け
て
お
り
、 

比
べ
公
務
外
事
件
が
圧
倒
的
に
多
い
。 

補
償
金
額
も
公
務
上
の
事
件
に
比
べ
て
低
い
の
が
実
態
で
あ
る
。 

し
か
る
に
公
務
外
の
不
法
行
為
に
対
す
る
損
害
補
償
は
、
「
米
国
政
府
は
本
来
賠
償
を
行
な
う
法
的
義
務 

九 

 



 

(四 ) 

先
の
衆
議
院
予
算
分
科
会
で
、
私
は
、
沖
縄
復
帰
以
後
の
米
兵
に
よ
る
殺
害
事
件
（
沖
縄
七
件
、
本
土

六
件
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
償
金
額
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
た
。 

(三 ) 

損
害
賠
償
請
求
の
期
限
と
し
て
、
公
務
上
の
事
件
は
三
年
、
公
務
外
の
事
件
は
二
年
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
的
根
拠
と
そ
の
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。 

(二 ) 

「
公
平
か
つ
公
正
に
審
査
し
、
補
償
金
を
査
定
す
る
」
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
被
害
者
に
損
害
賠

償
請
求
の
手
続
き
の
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
る
。 

沖
縄
復
帰
以
後
公
務
外
の
事
件
で
、
こ
れ
ま
で
に
期
限
切
れ
と
な
り
請
求
で
き
な
く
な
つ
た
事
件
の
件

数
と
そ
れ
ら
の
事
件
名
、
発
生
年
月
日
、
被
害
者
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

し
か
し
な
が
ら
政
府
は
、
公
務
外
事
件
の
す
べ
て
の
被
害
者
に
損
害
賠
償
請
求
手
続
き
の
あ
る
こ
と
を

教
え
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
理
由
に
よ
る
の
か
。 

こ
れ
に
対
し
政
府
は
、
「
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
関
す
る
問
題
で
公
表
し
て
い
な
い
」
旨
答
弁
し 

一
〇 

 



 

2 

先
の
衆
議
院
予
算
分
科
会
で
、
私
は
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
八
日
の
米
兵
に
よ
る
殺
害
事
件
に
関
連
し
、

米
軍
当
局
が
補
償
金
を
支
払
う
際
に
被
害
者
に
署
名
、
捺
印
を
求
め
た
〝
示
談
書
〟
を
示
し
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
①
米
軍
当
局
が
事
件
に
関
す
る
日
本
政
府
の
免
責
を
求
め
て
い
る
こ
と
は
不
当
で
あ
り
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
、
②
支
払
い
額
が
請
求
額
と
比
べ
極
め
て
不
当
な
低
額
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
政
府
は
、
「
慰
謝
料
を
被
害
者
の
方
に
受
け
取
つ
て
い
た
だ
く
限
り
に
お
き
ま
し
て
は
、
ア

メ
リ
カ
政
府
は
免
責
し
て
も
ら
う
。
日
本
政
府
云
々
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
緯
が
つ
ま
び
ら
か
で
な
い

の
で
説
明
で
き
か
ね
る
」
（
栗
山
北
米
局
長
）
旨
答
弁
し
た
。 

こ
れ
ら
十
三
件
の
事
件
に
つ
い
て
、
被
害
者
名
、
事
件
名
を
特
定
し
な
い
で
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
係
な
く
①
補
償
金
請
求
額
②
政
府
の
査
定
額
③
米
側
の
支
払
い
額
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

た
。
そ
こ
で
改
め
て
伺
い
た
い
。 

一
一 

 



 

(四 ) 

米
軍
当
局
が
現
に
使
用
し
て
い
る
と
し
て
、
私
が
指
摘
し
た
〝
示
談
書
〟
（
「
遺
族
に
対
し
て
条
件
付
き 

(三 ) 

沖
縄
復
帰
以
後
こ
れ
ま
で
に
発
生
し
た
公
務
外
の
事
件
で
、
被
害
者
が
示
談
の
金
額
が
不
満
足
だ
と
拒

否
し
、
通
常
の
司
法
手
続
き
に
よ
る
救
済
手
段
に
訴
え
た
事
件
の
件
数
及
び
事
件
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
〝 

(二 ) 

米
軍
当
局
が
日
本
政
府
の
免
責
を
求
め
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
不
当
で
あ
り
絶
対
に
許
さ
れ
る
も
の

で
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
、
政
府
の
見
解
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

(一 ) 

米
軍
当
局
が
、
私
が
指
摘
し
た
〝
示
談
書
〟
に
お
い
て
日
本
政
府
の
免
責
を
求
め
た
経
緯
及
び
そ
の
理

由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
た
補
償
金
の
問
題
で
は
、
「
示
談
の
金
額
が
不
満
足
で
あ
れ
ば
、
当
然
地
位
協
定
の
規
定
に
よ
り
裁
判

に
訴
え
る
道
も
あ
る
」
（
栗
山
北
米
局
長
）
旨
答
弁
し
た
。
そ
こ
で
改
め
て
伺
い
た
い
。 

で
な
け
れ
ば
金
を
渡
さ
ぬ
」
と
い
う
脅
迫
的
な
内
容
の
も
の
）
を
他
の
公
務
外
事
件
に
お
い
て
も
使
用
し
て 

一
二 

 



 

 

一
三 

い
る
の
か
ど
う
か
。 

こ
う
し
た
不
当
な
内
容
を
も
つ
た
示
談
書
は
即
刻
改
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

四 

米
兵
等
に
よ
る
犯
罪
に
つ
い
て 

1 

沖
縄
復
帰
以
後
、
こ
れ
ま
で
に
我
が
国
で
起
こ
つ
た
米
兵
等
に
よ
る
犯
罪
総
数
は
ど
れ
だ
け
か
、
次
の
項

目
に
つ
い
て
①
年
度
別
②
公
務
上
、
公
務
外
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(一 ) 

犯
罪
の
認
知
件
数
と
起
訴
件
数
及
び
日
本
側
が
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
件
数
。 

(二 ) 

損
害
賠
償
金
（
慰
謝
料
）
の
総
額
及
び
犯
罪
総
数
に
お
け
る
死
亡
者
総
数
と
そ
の
賠
償
金
総
額
。 

(三 ) 

殺
人
、
強
盗
、
強
姦
、
傷
害
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
、
道
交
法
違
反
な
ど
の
罪
名
別
件
数
。 

2 

右
の

(一 )
(二 )
(三 )
の
内
容
に
つ
い
て
沖
縄
県
内
に
お
け
る
犯
罪
で
は
ど
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

右
質
問
す
る
。 


